
平成３１年度事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 

昨年創立７０周年を迎えた本会は、住民主体による地域福祉の推進をめざし、制度

だけでは対応しづらい様々な福祉課題に対して福祉サービスや相談援助などの個別

支援と地域における協働による解決を重視して、住民が主人公となる社会福祉のあり

方を追求してきました。 

近年の社会経済情勢の変化に伴う少子高齢化の急速な進行は、家族形態の変化、地

域社会の変容などにより、私たちを取り巻く環境は大きく変化し、福祉に対するニー

ズが多様化・複雑化・深刻化しています。 

国においては、地域包括ケアシステムの構築などの取組が進められており、今後は

これらの制度を含み、さらに前進させることで、高齢者、子ども、障がいを持つ人な

ど全ての住民が一人ひとりの生きがいを共に創り、高め合う社会「地域共生社会」の

実現を目指しています。 

本会では、地域の生活課題に対し、自発的に取り組んできたボランティアといった

支え手も高齢化、減少化といった課題にも直面しています。この課題に向き合うため

には、新たな考え方や仕組みにおいて支え手の育成に取り組むことはもちろんのこと、

これまで以上に身近な地域で暮らす住民同士が地域の課題を共有し、支え合う仕組み

を広げていく必要があります。 

さらに、地域福祉活動に取り組む極めて公益性の高い社会福祉法人として、すべて

の市民の生活の質の向上と地域福祉活動計画の理念である「一人ひとりが思いやりみ

んなで支え合うあいづわかまつ」の実現のための事業を推し進めてきましたが、地域

福祉活動計画４年目に入り、目標を達成するため、過去３年の取り組みの検証と次期

計画へのステップアップを図ることが求められています。 

 また、第２次経営改善計画において、地域福祉活動計画を推進するための事業活動

の強化という新たな成長戦略のため、財務規律の堅持、財務運営の見える化、新たな

財源確保という３つの課題を掲げ、財政基盤の確立と健全な法人経営を目指して活動

してきましたが、向こう３年間の中期財政見通しにおいて、財政赤字が見込まれ、安

定的財源の確保と経営改善を図ることも急務となっています。 

  これらを踏まえ、本会が住民主体を旨とする地域福祉の中核的な組織として役職員

が一丸となって、深刻な生活課題や社会的孤立などの新たな地域福祉の課題に向き合

い、地域のあらゆる生活課題を受け止め、相談・支援や解決につなげ、誰もが安心し

て暮らすことができる地域に根差した福祉のまちづくりに取り組むとともに、その活

動を支えるため、財政健全化と持続的成長の実現に取り組みます。 



Ⅱ 重点目標  

１ 経営基盤の強化と健全な法人経営  

 第２次経営改善計画を確実に進めるため、限りある資源（財源と人材）

の効果的活用を図り、委託事業、補助事業、自主事業など事業全般の検

証、職員配置及び事務局体制、事業費、人件費等の財源の分析を行い、

経営環境の変化に迅速な対応が出来る経営基盤の強化に努めます。  

 また、昨年の社会福祉法の改正を踏まえ、会長を最高経営責任者、常

務理事を業務執行責任者に、さらに理事会を経営会議、評議員会を議決

機関として、本会経営における役割とコミット（実行責任）の一層の明

確化を図ります。  

 

２ 地域福祉活動計画の推進  

 ４年目となる地域福祉活動計画の事務事業の検証・分析・見直しを行

い、市地域福祉計画との整合性を図り、次期計画に反映出来るよう準備

を進めるとともに、地域福祉の推進における本会の役割を果たしていき

ます。  

 

３ 小地域における住民主体の福祉活動支援 

 地域の生活課題を地域住民の助け合いによって解決し、地域住民が主

体となって地域福祉が出来るように、小地域単位（おおむね小学校区）

で関係機関と連携・協働しながら、地域支え合い団体（地区社協）の組

織化を支援していきます。 

 

４ 福祉教育の推進・ボランティア活動の充実 

 ２年目となるボランティア学園、出前福祉体験教室など福祉に関する

教育・啓発に積極的に取り組み、住民一人ひとりが地域福祉を身近に感

じ、地域の課題を自らの問題として受け止め、地域活動・ボランティア

活動につながるよう福祉の意識づくりと活動支援に努めます。 

 

５ 相談支援体制の充実 

 地域において、様々な福祉課題・生活課題が複雑多様化し深刻化して

いる中、支援を必要としている方がその人らしく地域で安心して暮らせ

るよう、各種福祉サービスに結びつけながら支援していきます。 

 また、本会の子育て支援機能の充実を図るため、発達訪問相談、保育

所等訪問支援事業等にも取り組みます。 

 

６ 介護保険事業・障がい福祉事業等福祉サービス提供の充実・強化  

 本会が実施する福祉サービス事業の充実・強化を図るため、新規利用

の確保・拡大、質の高いサービスの提供に努めるとともに、研修の充実

により職員のスキルアップを図り、各事業所間での連絡調整を密にして、

業務の効率化と収益性を高めます。 
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１．団体の経営 
 

 長期的視点に立った経営基盤の確立と、社会福祉法人として経営の健全化、透明性を更に進

めるため、業務執行に係るマネジメント力の強化を進めます。 

項  目 時 期 

⑴ 会議の開催 

① 経営会議 

ア 理事会 

イ 評議員会 

ウ 監事会（事業、会計監査） 

エ 総務委員会 

オ 事業推進委員会 

カ 評議員選任・解任委員会 

 

② 事業運営委員会 

ア 老人福祉センター運営委員会 

イ ボランティア基金運営委員会 

ウ 生活福祉資金貸付調査委員会 

エ 苦情解決委員会 

オ 共済事業運営委員会 

カ ボランティア学園運営委員会 

キ 会津若松市社会福祉大会表彰審議委員会 

 

③ 事務執行会議 

経営戦略会議 

 

 

 

年 6回 

年 3回 

年 2回 

随時 

随時 

随時 

 

 

随時 

年 1回 

随時 

随時 

随時 

随時 

9月 

 

 

月 1回 

 

⑵ 会員の加入促進 

個人・企業・団体の特別会員加入を促進し、地域福祉活動や社協活動へ

の理解と参加意識の醸成を図るとともに、財源基盤の強化を図ります。 

 

 

通年 

⑶ 役員研修の実施 

社協経営の更なる理解、知見を広めるため、先進地視察研修を実施しま

す。 

 

 

随時 
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項  目 時 期 

⑷ 経営基盤、労務管理の強化 

① 「中期財政見通し」の作成 

引き続き、財政健全化に取り組むとともに、中期財政見通しを作成し、

計画的な財政運営に努めます。 

 

② 積立金への計画的な積立 

事業安定資金積立金の当期末支払資金残高（繰越金）の積立と合わせ、

今後の施設・設備の改修・修繕に備えるため、施設整備積立金の計画的

な積立を行います。 

 

③ 職員定員管理計画の進行管理と処遇改善 

職員定員管理計画の進行管理を行うとともに、職員の処遇改善につい

て取り組みます。 

○ 正職員定期昇給抑制の継続 

○ 処遇改善並びに人事評価制度導入への研究 

 

 

12月 

 

 

 

通年 

 

 

 

 

通年 

 

⑸ 職員の創意工夫の喚起と研修の充実 

「職員提案制度」や「職員自主研修支援制度」の推進と合わせ、職員の

意識改革と組織活力の醸成を更に進めるため、職員研修の充実を図ります。 

 

通年 

 

⑹ 職場環境の整備 

安全衛生委員会の充実や職員のストレスチェック実施等を通して、引き

続き、安心安全な職場環境の向上に努めます。 

 

通年 

⑺ 広報の充実と情報発信力の強化 

「社協だより」「ホームページ」「桜河苑だより」の更なる充実を図り、

本会の活動について理解を深めていただくよう努めます。 

また、新聞・テレビ等の報道機関に対する情報提供を引き続き実施する

とともに、フェイスブックを活用した速やかな情報発信に努めます。 

 

通年 

 

⑻ 情報開示の推進 

開かれた社会福祉法人経営を進めるため、計算関係書類についてホーム

ページで公表します。 

 

 

 

 

通年 
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項  目 時 期 

⑼ 第33回会津若松市社会福祉大会の開催 

地域福祉活動の周知、啓発を目的に記念講演、福祉功労者等に対する表

彰を行います。 

 

10月９日 

⑽ 福祉サービス苦情解決事業 

本会が提供する福祉サービスについて、利用者からの苦情を適切に解決

し、利用者の権利を擁護するとともに、福祉サービスを適切に利用するこ

とができるように努めます。 

 

通年 

 

⑾ 災害時非常時体制の整備 

避難訓練等を通して、災害時における利用者の安全確保に努めます。 

 

通年 

 

 

 

 

２．総合生活支援事業（生活サポート事業） 

社会的孤立や生活困窮、虐待等の今日的生活課題に真正面から向き合い、課題解決に取り組

むため、総合生活相談窓口の充実強化を図るとともに、判断能力が衰えた高齢者や障がいを持

った方々が住み慣れた地域で安心・安全に暮らせるよう、権利擁護の支援・啓発に努めます。 

また、地域課題、福祉ニーズの的確な把握や、住民相互の助け合いや支え合い活動を推進す

るため、より身近な地域におけるつながりの強化に取り組みます。 

項  目 時 期 

⑴ ふれあい福祉センター総合生活相談所の充実 

住民の日常的な心配ごとから、各種専門的な相談にも対応します。 

○ ふれあい相談 

・ 一般相談 

・ 法律相談 

・ 障がい者（児）相談 

・ ボランティア相談 

・ 成年後見、権利擁護相談 

・ 子育て相談 

・ 傾聴相談 

 

 

 

 

通年 

月 1回 

通年 

通年 

月 1回 

通年 

週 3回・ 

月 1回（面談） 
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項  目 時 期 

⑵ 日常生活自立支援事業（あんしんサポート事業・福島県社会福祉協議会

受託） 

認知症高齢者等が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、福祉サー

ビスの利用援助、金銭管理等を支援します。 

また、権利擁護支援を日常生活全般にわたって継続的な支援が図れるよ

う、行政や関係団体と連携した包括的な支援体制のあり方について研究し

ます。 

 

通年 

⑶ 生活困窮者等への貸付事業 

生活困窮世帯の自立更生のため資金の貸付を行い、安定した生活を営む

ことができるよう支援を行い、貸付金の償還についても適切に対応します。 

○ 社会福祉資金の貸付 

○ 生活福祉資金の貸付（福島県社会福祉協議会受託） 

○ 高額療養費の貸付（会津若松市受託） 

 

通年 

⑷ 福祉人材センター協力事業（福島県社会福祉協議会受託） 

福祉人材確保のため、求人求職の情報提供、啓発、広報、さらに就労支

援講座、職場体験、福祉の仕事説明会等の開催に協力します。 

 

通年 

⑸ 生活サポート事業 

経済的困窮、社会的孤立等の生活課題について、行政や関係機関、福祉

団体と連携、協働し、課題解決や支援の実践に取り組みます。 

○ 出前・年末特別相談会の実施 

○ 地区社協に合わせた巡回相談の実施 

○ フードバンク事業（生協や市民団体との連携による緊急食料の提供）

の実施 

○ こどもの居場所づくり支援（こども食堂への協力、連携） 

 

通年 

 

⑹ 教育サポート基金支援金（仮称）事業 

ひとり親世帯等の高等学校への進学を支援するため、基金を活用した支

援金の制度設計に取り組みます。 

 

10月 

⑺ 小地域ネットワーク組織化事業 

地域福祉活動計画の最重点事業である「地域支え合い団体（地区社協）」

の設立後の運営について、地域住民をはじめ、区長、民生委員・児童委員、

高齢者福祉相談員、地域包括支援センター、ボランティア等と連携し、地 

通年 
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項  目 時 期 

域の実情に合った住民主体の福祉活動を支援していくとともにその他の地

区の組織化に取り組みます。 

目標2地区 

 

 

⑻ 認知症の人と家族の居場所づくりの支援 

認知症の方々が、住み慣れた地域でいつまでも安心して生活できるよう、

認知症の人と家族の会福島県支部会津地区や地域包括支援センターと連携

し、認知症の人と家族が集う認知症カフェの運営を支援します。また、認

知症カフェ連絡会では、交流の場を設け、情報交換、共有を図ります。 

○ 認知症カフェ連絡会の運営 

○ 俺ん家カフェの開催  （10回開催／年） 

 

通年 

 

 

 

３．地域福祉総合推進事業（ふれあいのまちづくり事業） 

「一人ひとりが思いやりみんなで支え合うあいづわかまつ」の基本理念のもと、誰もが安心

して暮らせる福祉のまちづくりを推進するため、これまで積み上げてきた地域福祉活動の一層

の強化とともに、地域福祉活動計画の周知、実践、進行管理に努めます。 

項  目 時 期 

⑴ 地域福祉活動推進事業 

① 地域福祉活動計画の周知、啓発、進行管理と第２次計画の策定準備 

引き続き、福祉団体等の会議などを通じ、計画の周知啓発に取り組みま

す。また、計画の進捗状況について内部評価を実施するとともに、「会津

若松市地域福祉計画等評価検証会議」による外部評価を受け、適切な進行

管理を行います。 

さらに、第２次計画の策定に向けた準備に取り組みます。 

 

② ふれあい・いきいきサロン活動支援事業 

 高齢者等の仲間づくり、生きがいづくり等を行うサロンへの支援を行

い、福祉コミュニティの推進を図ります。 

○ 目標 120 団体（前年度比13 団体増） 

・ 運営費の助成、レクリエーション用具の貸出、職員の派遣 

 

 

通年 

 

 

 

 

 

 

通年 
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項  目 時 期 

・ 活動団体の交流会の開催（年 1回） 

・ 地区交流会開催（1地区） 

○ 空き家等を活用したささえあい拠点認定制度の実施 

 

③ 一人暮らし高齢者会食会事業 

 食事会活動を行う地域団体へ助成し、その活動支援と育成を図るととも

に、活動団体の拡大と参加者数の増に努めます。 

  

④ 一人暮らし高齢者「すみれ会」活動支援 

 住み慣れた地域で、仲間づくりや交流を通し、互いに支え合いながら安

心して暮らしていけるよう支援します。 

 

⑤ 「地域から始まる福祉の時間」フェスの開催 

身近な福祉に関する情報提供や、お互いに支え合い助け合いながら誰で

も安心して住み続けられる元気あふれる地域づくりのため、交流フェスを

開催します。 

 

⑥ 福祉台帳及び緊急連絡カード配備事業 

民生委員・児童委員と協力し、要援護者の実態把握と基本データの整備

を図ります。 

 

⑦ 福祉実習生の受け入れ 

各種研修や出前講座の充実と合わせ、福祉実習生を積極的に受け入れ、

福祉学習の推進と人材の育成支援に努めます。 

 

⑧ 各種委員会等への出席 

行政、関係機関、及び地域で開催される会議へ出席し、福祉ネットワー

クの構築、推進を図ります。 

 

通年 

 

 

通年 

 

 

 

11月 

 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

 

 

⑵ 福祉団体育成・支援事業 

社会貢献活動を行う団体に対し、活動費の助成や運営を支援し、協働に

よる地域福祉活動の推進に努めます。 

 （支援団体名） 

・ 会津若松市民生児童委員協議会、各方部民生児童委員協議会 

・ 会津若松市老人クラブ連合会 

・ 会津若松市身体障がい者福祉会 

 

通年 
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項  目 時 期 

・ 認知症の人と家族の会福島県支部会津地区 

・ 会津若松地区更生保護女性会 

・ 会津若松市保育士会 

・ 会津若松市保育所連合会 

・ 会津若松市保育所保護者連合会 

・ 会津若松市子どもまつり実行委員会 

 

 

⑶ 福祉バス運行事業 

社会福祉活動を行う団体等へ、福祉バスによる支援を行います。 

 

通年 

⑷ 奉仕銀行設置運営事業 

金品等預託を受け、効果的に払い出しをすることにより、明るく住みよ

い社会づくりに寄与します。 

 

通年 

 

 

 

４．ボランティア事業 

地域住民がボランティア活動を身近に感じ、気軽に参加できる環境を整備するため、ボラン

ティア学園を通して情報の積極的発信や集約化、相談窓口の充実、人財育成、広報・周知、ボ

ランティア活動のすそ野が広がるよう事業を推進します。 

項  目 時 期 

⑴ 会津若松市ボランティア学園事業 

市民のボランティア活動への関心と多様なボランティア活動に対応でき

る人財を養成し、ボランティア活動を通じて豊かで文化的な市民生活を築

くとともに、活力ある地域社会づくりに寄与することを目的に開校します。 

さらに、卒業生を対象に実際のボランティア活動へつながるよう交流

会を定期的に開催します。 

 

通年 

⑵ ボランティアマッチング事業 

ボランティアに関する相談、登録、斡旋等を効果的に進めるため、申請

書等様式の統一及び情報の共有化に向け、データベース化に取り組みます。 

 

 

 

通年 
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項  目 時 期 

⑶ 出前福祉体験教室 

幼い時から福祉の心を育むため、福祉施設・教育機関・ボランティア・

関係団体と連携した福祉教育の推進に取り組みます。 

○ 小・中学校障がい理解促進事業出前講座 

 

通年 

 

 

⑷ 自分発見ボランティア 

ボランティア活動を通して、福祉の仕事の理解や関心を深め福祉のまち

づくりに寄与することを目的に行います。 

○ 高校生・専門学校生・大学生を対象 

 

通年 

⑸ 除雪ボランティア事業 

地域で支え合うつながりづくりを目的に、地域住民やボランティアによ

る要援護世帯への除雪活動を実施します。 

また、中・高生の地域ぐるみ除雪ボランティア、スノーバスターズを募

るとともに、市より「間口除雪」を受託し、除雪ボランティア活動の推進

を図ります。 

○ 地域ぐるみ除雪ボランティア 

○ スノーバスターズ 

○ 間口除雪（会津若松市受託） 

○ 除雪窓口の開設 

 

11月～ 

 

 

 

 

 

 

 

12月中旬～ 

土日祝日含む 

 

⑹ ボランティア活動保険の加入 

  安心してボランティア活動を行うため、加入の促進と手続きを行います。 

 

通年 

 

⑺ ボランティア活動機材の貸出 

  各種活動機材の貸し出しを行い、ボランティア活動の振興を図ります。 

 

通年 

 

⑻ 企業の社会貢献活動への支援 

  一人暮らし高齢者宅への友愛訪問、ボランティア活動に対し、民生委員・ 

児童委員と協力して支援します。 

○ ヤクルト愛の訪問活動 

○ 電気点検・清掃ボランティア活動 

 

 

 

 

通年 

11月～ 

⑼ 生活支援相談員配置事業（福島県社会福祉協議会受託） 

関係機関と協働しながら、計画的訪問活動、「小法師サロン」の開催、地

元サロンへのつなぎ等、避難者の生活再建に向けた支援活動を推進します。 

 

 

通年 
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項  目 時 期 

⑽ 障がい者支援センターカムカムボランティアの運営 

総合相談や就業・生活支援事業と連携し、ボランティア支援を通して障

がい者の社会参加・自立した生活への支援を進めます。 

○ カムカムボランティアポイント事業 

 

通年 

 

 

 

 

 

５．子育て支援の推進 

 相談窓口の充実と合わせ、湊しらとり保育園、湊こどもクラブの運営を通じ、子どもの健全

育成と子育て家庭への総合的支援に取り組みます。 

項  目 時 期 

⑴ 湊しらとり保育園の運営（会津若松市指定管理） 

湊地区の環境を生かした保育活動を進め、幼児英語保育、食育等保育の

質の向上に引き続き務めるとともに、地域のふれあい・小・中学校、社会

福祉施設との交流を深めるなど、地域に根ざした保育園を運営します。ま

た、湊地区の乳児家庭全戸訪問を行い、保護者等に対する子育て支援にも

努めます。 

 

月～土曜日 

(祝日、年末年

始を除く) 

 

 

⑵ 湊こどもクラブの運営（会津若松市受託） 

放課後の時間において家庭に代わり安心して安全に過ごせる居場所を提

供すると共に、保護者・地域住民・関係機関と密に連携を図りながら多く

の遊びや経験をとおして児童の心身の発達及び生きる力を伸ばす子育て支

援を展開します。 

〇 地域交流 

〇 食育 

〇 ボランティア学園事業への参加 

 

月～土曜日 

(祝日、年末年

始を除く) 

 

⑶ 障害児通所支援事業 

会津通園訓練センターたんぽぽ園の児童発達支援及び放課後等デイサー

ビスの充実を図るため、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能

の付与、集団生活への適応訓練を行い、家族支援、地域支援から利用児の

成長発達を促す関わりにも取り組みます。 

○ 目標利用者数 1日平均 10名 

 

月～金曜日 

(祝日、年末年

始を除く) 
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項  目 時 期 

○ 利用対象年齢の拡大（高校生までの利用受入れ） 

○ 子育て支援教室「たんぽぽ」の実施及び充実 

 

 

○ 発達訪問相談の実施 

○ タイムケア事業の受託 

○ 保育所等訪問支援事業、相談支援事業の実施への取り組み 

 

 

毎月第 1 月曜

日・第 3土曜

日 

 

 

10月予定 

 

 

 

６．老人福祉センター運営事業 

高齢者事業のシンボル的拠点として、他施設との差別化を図り、ポイントカードによる利用

促進を図るなど、施設の特性を生かした魅力づくりに取り組みます。 

項  目 時 期 

○ 延べ利用者数目標 23,760名 

○ いきいきわくわく介護予防教室の実施（5クール） 

○ 祝日の開館（5月 4日、9月 17日、11月 3日） 

○ 講座の見直し、新規講座・イベントの開催 

○ 各種講座・クラブ活動見学会の開催 

○ 施設の PR及び利用促進への取り組み 

○ 各部屋の貸し出し 

○ 設備改修等利用環境の整備 

 

火 ～ 日 曜 日

（祝日、年末

年始を除く） 

 

 

 

 

７．介護予防事業 

老人福祉センター・希ららや各地域のふれあい・いきいきサロン、地域包括支援センターと

連携し、介護保険・総合事業利用前の方々に対して「早期の介護予防」の大切さを伝え、講座

を実施します。 
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項  目 時 期 

⑴ 希らら健幸教室事業 

〇 50 歳からの介護予防教室（運動、スマートフォン、タブレットなど）

の実施 

〇 社協オリジナル体操の普及 

〇 各地域サロンへの積極的な介護予防の普及 

〇 企業連携介護予防教室の実施 

○ まちゼミへの参加 

 

通年 

 

⑵ 一般介護予防事業（いきいきわくわく介護予防教室・会津若松市受託） 

○ 老人福祉センター・希らら 年 5回 

○ 湊地区   年１回 

○ 北会津地区 年３回 

○ 河東地区  年３回 

 

通年 

 

 

 

 

８．在宅サービス推進事業 

項  目 時 期 

⑴ 訪問介護サービス事業 

介護保険・日常生活支援総合事業における要介護・要支援状態にある高

齢者に対し、自立した日常生活を営むことができるよう、家事援助や身体

介護等、生活全般の援助を行います。 

通年 

 

 

⑵ 居宅介護支援事業 

 要介護状態にある高齢者に対し、適切な保健・医療・福祉サービスが提

供されるよう必要な援助を行います。 

○ 目標年間計画作成者数 1,260名 

 

通年 

 

⑶ 介護予防支援事業 

  介護予防給付の対象者（要支援 1･2の方）に対し、介護予防サービスが 

提供されるよう必要な援助を行います。 

 ○ 目標年間計画作成者数 324名（27名／月） 

 

 

通年 
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項  目 時 期 

⑷ 通所介護事業 

 要介護状態等にある高齢者に対し、自立した日常生活を営むことができ 

るよう、必要な日常生活上の支援及び機能訓練を行い、地域に根差し信頼

されるサービスを提供します。 

 また、介護予防・日常生活支援総合事業による通所緩和サービスを週 3

回実施します。 

○ 北会津デイサービスセンター（定員 28名／日） 

  目標延べ利用者数      8,254名（26.8名／日） 

  通所緩和サービス利用者数  1,742名（13.2名／日） 

○ 河東デイサービスセンター（定員 40名／日） 

  目標延べ利用者数      11,742名（38名／日） 

  通所緩和サービス利用者数  1,989名（13名／日） 

 

月 ～ 土 曜 日

（日曜日、年

末 年 始 を 除

く） 

⑸ 介護サポートサービス事業 

  介護保険外で、託老所的な柔軟なサービスを提供し、在宅介護者の介護 

負担を軽減するとともに、生活の助長、社会的孤立感の解消を図り、在宅 

生活を快適に送ることができるよう支援します。 

 

通年 

⑹ 会津若松市河東地域包括支援センターの運営（会津若松市受託） 

○ 高齢者が住み慣れた地域で、安心して生活ができるよう、地域包括ケ

アシステム（①医療・看護 ②介護 ・リハビリテーション ③保健・予防

④生活支援 ⑤福祉サービス ⑥住まい等について）の構築を、地域住民、

医療機関、認知症地域支援推進員、生活支援コーディネーター等と共に目

指します。 

○ 包括ケア会議・地区協議体、ミニケア会議（日橋・堂島・八田地区）

を継続し、今年度は合同研修会を開催します。 

○ 俺ん家カフェの出張カフェは、八田地区での開催を目指します。 

○ 介護予防ケアマネジメント事業（会津若松市受託事業：第 1 号介護予

防支援事業） 

 事業対象者、要支援の高齢者等に対し、介護予防・日常生活支援総合事

業（総合事業）のサービスが提供されるよう、必要な援助を行います。 

目標年間計画作成者数 864名（72名／月） 

 

通年 

 

⑺ 介護保険要介護要支援認定調査（会津若松市受託） 

要介護・要支援の認定更新申請をされた方に対し、訪問調査を行います。 

さらに、事業拡充を図るため、事務体制整備の準備を進めます。 

 

通年 

 

 



 - 13 - 

項  目 時 期 

⑻ 認知症対応型共同生活介護事業（グループホームみなづる） 

 入居する利用者の心身の状況や希望を踏まえた個別ケアに取り組み、日

常生活が穏やかに、また役割を持って意欲的に営むことができるよう援助

を行います。 

目標延べ利用者数 3,195名（8.73名／日） 

 

通年 

⑼ 認知症対応型通所介護事業（みなづるデイサービスセンター） 

 要介護状態にある認知症高齢者に対し、在宅生活が継続して営めるよう

必要な援助を行い、家族の介護負担軽減に努めます。 

  目標延べ利用者数 607名（2.52名／日） 
 

通年 

 

⑽ 会津若松市河東園芸ふれあいセンターの運営（会津若松市受託） 

高齢者や障がい者のふれあいや健康増進を図り、介護予防事業の拠点とし

て世代間交流や生きがいづくりを進めます。 
 

通年 

 

⑾ 居宅介護事業 

障害区分認定を受けた方に対して、出来ない部分のサポートをヘルパー

が行うことで、自立した生活を安心して送り続けることができるよう支援

します。 
 

通年 

 

⑿ 重度訪問介護事業 

障害区分重度な方に対して、自立した日常生活を営むことができるよう、

支援します。 
 

 

⒀ ガイドヘルパー派遣事業（会津若松市受託） 

障がいがあっても、外出する機会を増やすことで、利用者自身の身体能

力の向上と日常生活を送る上での意欲向上・達成感を得ることができるよ

う支援します。 
 

通年 

 

 

⒁ 北会津保健センター事業（会津若松市指定管理） 

地域住民の保健・福祉増進に資するため、障がい児・者への施設開放や

介護予防事業の展開など、「健康」「交流」をコンセプトとした施設の利活

用促進に取り組みます。 

○ 保健センター利用目標延べ利用者数     42,000名 

○ 保健センター保養施設利用目標延べ利用者数 38,000名 

○ 地域サロンへの企画商品の周知 

○ フィットネススクールの開催 

○ キッズスペース・子育て図書館の充実 
 

通年 
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９．共同募金・歳末たすけあい募金運動の推進 

 共同募金や歳末たすけあい募金活動を通して、人を慈しむ心、支え合い助け合いの心の醸成

に努めます。 

項  目 時 期 

⑴ 赤い羽根共同募金運動への協力 

配分金は本会が行う地域福祉推進事業に有効活用します。 

   

10～12月 

 

⑵ 歳末たすけあい募金運動への協力 

共同募金運動の一環として 12月１日から 12月 31日まで実施します。 

 

12月 

 

 

 

 

10．社会福祉事業施設団体職員の共済事業 

項  目 時 期 

市内の社会福祉事業施設団体職員の福利厚生を目的に、加入する 18施設１

団体の職員に対し、給付事業（退職金給付、互助給付）及び融資事業を行い

ます。 

 

通年 

 












